
簡易耐震診断用プログラム

1．建築年代(建てた年)の入力
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参考資料2
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2.1 部屋の入力

①クリック

②ドラックして部屋の配置
を行う

2.2  部屋の入力
③ 2階を行うときにクリック
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2.3  部屋の入力

④1階の部屋の配置を行い、
同様に2階も行う

3.1  壁の削除 方法１

①クリック

②ドラックして窓や戸など
の開口部部分の壁の
削除を行う
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3.1  壁の削除 方法2

①クリック

②消しゴムでけす要領で
ドラックして窓や戸など
の開口部部分の壁の
削除を行う

3.2  壁の削除

すべての窓や戸などの開口部部分の壁を「壁の
削除」若しくは「壁消しゴムで」削除を行う
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3.3  壁の削除 修正

②壁を戻したい部分を
クリックする

①クリックして、選
択を解除しておく

③[delete]キーを押す

4.1  壁の倍率(強さ)を決める

③壁の強さを選択

②強さを変えたい壁をクリック

筋かい

壁
④選択後｢閉じる｣を
クリック

①クリック
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4.2  壁の倍率(強さ)を決める

壁の強さが変わると色が変わります。

5.1  耐震診断を行う

クリック

間取りを決め終わったら、｢診
断｣をクリック
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5.2  耐震診断を行う

各項目ごと該当するものを選択する。

入力が終わったら、｢次へ進む｣をクリック

山田の地盤は「普通かよい方
である」もしくは「やや悪い」

5.1  耐震診断結果

総合判定

各方向の結果
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5.2  耐震診断結果

補強しなくてはならない方向

総合判定：耐震診断の総合結果 (診断結果1.0未満は既存不適格
となり危険です。)

地盤、基礎：地盤と基礎についての結果

壁の配置：壁の配置やバランスについての結果

壁の割合：建物重量から必要な壁の長さについての結果

老朽度：老朽化に関する結果

地震動：建築基準法における地震動の強さによる割り増しの結果

振動シュミレーション：各方向でのゆれる方向を表示します。

5.3  耐震診断結果
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